
1484 CHEMOTHERAPY JULY 1977

皮 膚 科 領 域 のT-1220

荒田次郎 ・山本康生 ・洲脇正雄 ・野原 望

岡山大学医学部皮膚科学教室

T-1200は,ABPCの 誘導体 と して合成 され た半 合成

ペ ニシ リンSodium 6-〔D(-)-α-(4-ethy1-2, 3-dioxo-1-

piperazinecarboxamido)-α-phenylacetamido〕penicilla-

nateで あ る。今回,本 薬剤 について,皮 膚科領域で の基

礎 的,臨 床的検討を行 な う機 会を得たので,以 下 にそ の

成 績を報告す る。

1. 方 法

1) 皮膚科 領域 で最近感染症 よ り採取 された黄色 ブ菌

に対す るT-1220のMICの 分布:岡 山大学 皮膚 科外来

入院患者 の皮膚化膿病 巣 よ り最近採取 した33株 の黄 色 ブ

菌を使用 した。検査方法 は,化 学療法学会標準法 に準 じ

た。 ニッスイ トリプ トソーヤ ブイ ヨ ンに1夜 培養 した菌

液 をニ ッスイハー トイ ンフユージ ョン培地に画線塗抹 し

た。

2) ラッ トにおけ る血 中 お よび 皮 膚 内濃度 の比較:

Wistar系 雄性 ラッ ト(2009前 後)を 用 い,10mg/kg

の投与量 を5mg/mlの 水溶液 と して啓筋 内に注 射 した

後,30分,1時 間,2時 間,4時 間 に4匹 ず つ を1群 と

して頸 動脈 切 断 採 血 屠 殺 した 。 背 部 皮 膚 を 剃 毛 した 後,

背 部 皮 膚 を採 取 した 。 血 液 は 血 清 分 離 採 取 し,0.1M, pH

7.2, Na-phosphate bufferで2倍 に した もの を 試 験 材 料

と した 。 皮膚 は,可 及 的 に 皮 下 組 織 を 除 去 し,鋏 で 細 切

後,2倍 量(v/w)の 上 記buffer中 で,polytron高 速 ホ

モ ジ ェナ イ ザ ー で ホ モ ジ ェナ イ ズ し,30分 間 放 置 した 後

10,000rpmで 遠 沈 し,上 清 を 試 験 材 料 と した 。 皮 膚 内 濃

度 は,材 料 と した皮 膚 の単 位 重 量 あ た りに 換 算 した 。

3) 臨 床 試 験:岡 山大 学 皮 膚 科,国 立 岡 山 病 院,岡 山

済 生 会 病 院,岡 山 赤 十 字 病 院 を 訪 れ た12例 の 皮 膚 感 染 症

に 本 剤 を 使 用 した 。1日1回2gま た は1日2回1gを

筋 注 した 。

II. 結 果

1) 黄 色 ブ 菌に 対 す るT-1220のMICの 分 布:

Table1に 掲 げ た よ うに,MICの 分 布 は0.2μg/ml 0,

0.4μg/ml 2, 0.8μg/ml 1, 1.6μg/ml 1, 3.2μg/ml 4, 6.3

μg/ml 3,125μg/ml 14, 25μg/ml 0,50μg/ml 1,>100Table 1 MIC of T-1220 against 33 strains of St. 
aureus isolated from skin infection 

Inoculum size 108/ml

Table 2 Serum and skin levels of T-1220 after in-
tramuscular injection in rats (10 mg/kg)

Test organism : Sareina lutea 

ATCC 9341

Fig. 1 Serum and skin levels of T-1220 after intra-
muscular injection in rats (10 mg/kg, as 10 
mg/ml) 

Test organism:Sareina lutea ATCC 9341
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μg/m17株 であ った 。 多 峰 性 の分 布 を 示 し て い る が,

125μg/mlと>100μg/mlに 大 きな 山 が あ った 。

2) ラ ッ トに おけ る実 験(Table2, Fig.1)

血 清 濃 度 は30分 値1.79±0.33,1時 間 値0.71土0.14,

2時 間 値0.18±0.07, 4時 間 値0.19±0.06 μg/mlで あ

り,こ れ に対 して 皮 膚 内濃 度 は,30分 値2.54±1.11, 1

時 間 値0.65±0.21,2時 間 値0.58±0.28,4時 間 値0.38

±0.51μg/gで あ っ て,ほ ぼ 同値 を示 した1時 間 値 以 外

は,皮 膚 内濃 度 が 高 目に 出 て い る 点 で 注 目 され る 。

3) 臨 床 成 績(Table3)

12例 に使 用 し,2例 の 判 定 不 能 例 を除 いた10例 中,著

効3例,有 効4例,や や有効1例,無 効2例 であ った。

使用12例 に 自覚的 副作用のあ った ものはな く,2例 に行

な った使用 前後のGOT, GPT, A1-Paseに は著変 がなか

った。使用 方法 は291日1～2回 筋注,192回 筋注,

292回 点滴 静注な どであ った。

III. 考 按 と ま と め

黄色 ブ菌 に対す るMICの 分布は結果 に示 した如 く多

峰性であ り,そ のパ ター ンは従来ABPCに おいて観 察 さ

れ るパ ター ンに類似 している。第23回 日本化学療法学会

東 日本支部総会 におい て全 国集計 された成 績1)では,AB

PCよ り2～3稀 釈濃度劣 るものが多 い。 われわれが,

Table 3 Clinical use of T-1220 in dermatology



1486 CHEMOTHERAPY JULY 1977

1975年ABPCに ついて,ブ 菌 に対す るMICの 分布 を見

た成績 で も,ピ ークは,0.1,6.3,>100に あ り,T-1220

の ピー ク0.4,125,>100よ りは,感 性群 の ピー クが よ

り低 いMICと なっている。

ラッ トにおけ る血清濃 度 と皮膚 内濃度 の検討 では,結

果 に記 した成績が得 られ た。30分 値では,す で に皮膚 内

濃 度が高 く,1時 間値 で血 清値 がやや高 く,2時 間,4

時間 と皮膚 内濃度 が高い。

全国集計 におけ る ラッ トの筋注 の成績 を見る と,そ の

血 清濃度 の ピー クは15分 にあ り,そ の後,急 速 に下 降す

る と思われ,血 清 と皮膚 内濃 度を比較 す る場 合,15分

値 の検討 も必要 と考 え られ る。 しか し,わ れ わ れ が,

ABPC, PVPC, TAPC, AMPCの 内服 で検討 した成績2)3)4)

では,皮 膚 内濃度 は,1時 間,2時 間値 で血 清濃度の1/3

～1/4と な っていて,上 記T-1220の 成績 は,興 味あ る

もの といえ る。

臨床成績 は,12例 中著効3例,有 効4例,や や有効1

例,無 効2例,判 定不能2例 であった。有効以上が12例

中7例 であ るか ら,皮 膚化膿症 の原因の多 くが ブ菌であ

る こと,お よび上記 ブ菌 に対す る本剤のMICの 分布 な

どよ り予想 され る成績 よ り,よ い成績 といえ る。

全 国集計 の ヒ トにおける血中濃度の推移を見 ると,筋

注で,1gの 場合 ピー クが30分 にあって25μg/ml前 後,

1時 間値20μg/ml前 後,4時 間値が5μg/ml前 後 とな

っていて,理 想的には1日4回 以上 の投 与 が 望 ま れ る

が,重 症感 染症の他は,1回1～29を1日2～3回 注

射す る ことに よ り,適 応症 に対す る治療 目的は達せ られ

よう。

副 作用 は,こ の治験 の範囲 では経験 され なか った。

臨床検討に ご協力戴 いた 岡山赤十字病院 藤 田慎一部

長,岡 山済生会病院 難波英彦部 長,国 立 岡出病院 福

代新治部長 に深謝 します。
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T-1220 IN THE FIELD OF DERMATOLOGY 

JIRO ARATA, YASUO YAMAMOTO, MASAO SUWAKT 

and NOZOMI NOHARA 

From the Department of Dermatology, Okayama University Medical School 

(Director : Prof. NOZOMI NOHARA) 

1) MICs of T-1220 against 33 strains of Staphylococcus aureus isolated from the 

lesions of skin infection were studied. MIC was 0.4 ƒÊg/ml in 2 strains, 0.8 in 1, 1.6 in 

1, 3.2 in 4, 6.3 in 3, 12.5 in 14, 50 in 1 and >100 in 7. 

2) Serum and skin levels of this drug (10 mg/kg, i.m.) were determined in rats 

at 0.5, 1, 2 and 4 hours. Serum levels were 1.79•}0.33, 0.71•}0.14, 0.18•}0.07 and 

0.19•}0.06ƒÊg/ml respectively at 0.5, 1, 2 and 4 hours. The corresponding skin levels 

were 2.54•}1.11, 0.65•}0.21, 0.58•}0.28 and 0.38•}0.15 ƒÊg/g (wet skin) (n=4). 

3) T-1220 was used clinically in 12 cases of skin infection with the following 

result: excellent in 2 cases, good in 5 cases, fair in 1 case, failure in 2 cases. In 2 cases 

evaluation was not possible. No side effect was observed within the limit of this clini-

cal trial.


